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大型トラックやトレラーが行き交うそばで、白鳥が羽を休めています。

ここは国道4号斎川馬牛沼のほとり。運転の疲れをいやしに立ち寄った家族が、

どこからかもとめたパン屑を与えていました。

ここは、白鳥も人間も心の休まる空間のようです。
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対局初日　立ち合いする川井市長ら

軸

　
囲
碁
フ
ァ
ン
待
望
の
第
2
1
期
棋
聖
戦
（
日
本
棋
院
な
ど
主
催
）
第
3
局
が
2
月
5
日
．
6

日
の
両
日
、
白
石
市
「
鎌
先
温
泉
」
に
お
い
て
打
ち
継
が
れ
ま
し
た
。

　
大
局
は
棋
聖
／
趙
治
勲
（
4
0
歳
）
氏
と
挑
戦
者
／
小
林
覚
（
37
歳
）
氏
の
三
年
連
続
の
対

戦
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
対
局
は
、
棋
聖
戦
史
上
初
め
て
自
治
体
が
誘
致
を
行
い
、
温
泉
や
商
店
街
、
企
業

ほ
か
関
係
機
関
の
理
解
、
協
力
、
支
援
を
得
て
実
現
を
み
た
も
の
で
す
。
い
わ
ば
、
市
民
全

体
に
よ
る
第
2
1
期
棋
聖
戦
・
白
石
決
戦
（
第
3
局
）
誘
致
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
対
局
を
は
さ
ん
だ
4
日
間
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

二
月
四
日
　
第
三
局
前
日

　1鷹郷羅騰6日闘麟〆醐泉 日虹『

躍棋．醸．翼

　
対
局
前
日
の
4
日
午
後
、
雪
舞
う
J

R
自
石
蔵
王
駅
に
趙
治
勲
棋
聖
と
小
林

覚
九
段
が
そ
ろ
っ
て
降
り
立
ち
ま
し
た
。

　
対
局
の
舞
台
と
な
る
鎌
先
温
泉
の
女

将
ほ
か
関
係
者
多
数
が
出
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
両
雄
は
自
石
城
を
訪
れ
、

天
守
閣
か
ら
の
眺
め
を
堪
能
、

　
ま
た
、
こ
け
し
村
を
訪
れ
、
本
館
や

工
房
を
訪
ね
て
、
こ
け
し
の
歴
史
や
コ

マ
製
作
の
実
演
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

し
ば
し
、
対
局
前
の
緊
張
か
ら
解
放
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
。
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初
日二

月
五
日

第
三
局
は
、
趙
治
勲
棋
聖
の
「
王
手
」

か
、
挑
戦
者
小
林
九
段
の
巻
き
返
し
か
，

第
2
1
期
棋
聖
戦
第
3
局
（
白
石
決
戦
）

は
、
5
日
〔
初
日
〕
午
前
8
時
4
0
分
、

立
合
人
の
坂
田
栄
男
名
誉
本
因
坊
、
川

井
市
長
ら
が
相
次
い
で
対
局
室
へ
入
室

し
ま
し
た
。
緊
張
と
熱
気
の
漂
う
対
局

室
に
、
ま
ず
趙
棋
聖
が
姿
を
現
し
、
続

い
て
小
林
九
段
が
入
室
し
て
き
ま
し

た
，

　
趙
棋
聖
は
、
1
月
1
5
日
、
1
6
日
の
両

日
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
の
第
一
局
、
続

く
2
9
日
、
3
0
日
の
両
日
岐
阜
県
高
山
市

の
第
二
局
に
連
勝
し
て
い
ま
し
た

　
午
前
9
時
、
坂
田
名
誉
本
因
坊
が
始

ま
り
を
告
げ
る
と
、
先
番
の
趙
棋
聖
が

し
ば
ら
く
盤
面
を
に
ら
み
、
意
を
決
し

た
よ
う
に
右
上
隅
に
黒
を
打
ち
、
自
石

決
戦
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
お
と
さ
れ
ま

し
た
．
．

　
趙
棋
聖
2
戦
2
勝
の
後
の
大
事
な
対

局
と
あ
っ
て
、
第
1
局
、
第
2
局
と
は

違
う
布
石
と
な
り
、
互
い
に
相
手
を
牽

制
し
含
う
静
か
な
立
ち
上
が
り
で
し

た
．　

午
後
4
時
4
0
分
、
小
林
九
段
が
2
0
手

目
を
封
じ
、
棋
聖
戦
史
上
．
番
少
な
い

手
数
で
一
口
目
を
終
了
し
ま
し
た

／
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市
民
こ
ぞ
っ
て
歓
迎
会

　
対
局
会
場
の
鎌
先
温
泉
周
辺
は
、
特
に
歓
迎
ム
ー
ド
に
あ

ふ
れ
、
対
局
を
待
つ
囲
碁
フ
ァ
ン
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
鎌
先
温
泉
で
開
か
れ
た
記
念
事
業
の
歓
迎
夕
食
会
に
は
、

大
勢
の
地
元
囲
碁
関
係
者
な
ど
が
両
棋
士
を
囲
み
激
励
し
、

翌
日
か
ら
の
「
白
石
決
戦
」
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
両
雄
は
が
っ
ち
り
と
握
手
を
し
て
、
健
闘
を
誓
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。
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二
日
目

二
月
六
日

白
石
決
戦
2
日
目
、
午
前
9
時
再
開
。

午
後
6
時
5
4
分
、
螂
手
で
白
番
の
小

林
九
段
が
白
星
を
上
げ
、
対
戦
成
績
を

一
勝
二
敗
と
し
ま
し
た
。

局
面
は
黒
有
利
で
迎
え
た
終
盤
で
し

た
が
、
白
の
逆
転
勝
ち
と
な
っ
た
も
の

で
す
、
持
ち
時
間
各
8
時
問
の
う
ち
残

り
趙
治
勲
棋
聖
1
分
、
小
林
覚
九
段
は

9
分
で
し
た
。
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三
日
旦

終
局
ま
で
、
1
1
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手
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◆
両
棋
士
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

棋
聖
　
趙
　
治
勲

　1

9
5
6
年
、
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
。
1

9
6
2
年
来
日
、
木
谷
実
九
段
に
入
門
、

1
9
6
8
年
n
歳
で
入
段
。
1
9
8
1

年
九
段
。
1
9
8
3
年
、
史
上
初
の
棋

聖
・
名
人
・
本
因
坊
の
「
大
三
冠
」
達
成
、

1
9
8
4
年
名
人
五
連
覇
。
1
9
9
6

年
、
二
度
目
の
「
大
三
冠
」
に
。
本
因

坊
は
八
連
覇
中
。
昨
年
は
4
5
勝
1
7
敗
。

挑
戦
者
　
小
林
　
覚

　
1
9
5
9
年
、
長
野
県
松
本
市
生
ま

れ
。
木
谷
実
九
段
門
下
。
1
9
7
4
年

入
段
。
1
9
8
4
年
、
棋
聖
戦
七
段
戦
、

全
段
争
覇
戦
優
勝
。
1
9
8
7
年
九
段
。

1
9
9
0
年
か
ら
三
年
連
続
碁
聖
戦
挑

戦
。
！
9
9
5
年
、
趙
治
勲
棋
聖
を
破

り
史
L
四
人
目
の
棋
聖
。
碁
聖
も
獲
得
。

昨
年
は
2
4
勝
2
2
敗
。

二
月
五
日
・
六
日
　
棋
聖
戦
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
対
局
会
場
に
近
い
旅
館
で
は
、
第
2
1
期
棋
聖
戦
第
3
局
白

石
開
催
を
記
念
し
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
碁
と
し
て
、
宮
城
県
河
南
町
出
身

の
阿
倍
吉
輝
九
段
や
テ
レ
ビ
の
囲
碁
番
組
で
お
な
じ
み
の
白

江
治
彦
七
段
ら
が
講
師
を
つ
と
め
ま
し
た
。
プ
ロ
棋
士
は
軽

妙
な
お
し
ゃ
べ
り
で
次
々
に
打
っ
て
い
く
の
に
対
し
て
、
市

が
募
っ
た
腕
に
覚
え
の
あ
る
ア
マ
棋
士
た
ち
も
、
さ
す
が
に

盤
面
を
睨
ん
で
長
考
の
構
え
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
記
念
囲
碁
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
県
内
外
か
ら
4
6
人
が
参
加
し
、
段
級
毎
に
三
組
に
分

か
れ
て
、
棋
聖
戦
に
も
負
け
な
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

鍔　　　』、、

黒石市長の表敬訪問

第
2
1
期
棋
聖
戦
第
3
局
自
石
開
催
記
念
事
業

黒
石
市
長
ら
多
数
応
援
に

　
白
石
市
と
青
森
県
黒
石
市
と
の
市
民
囲
碁
交
流
を
提
案
い

た
だ
い
た
東
北
電
力
㈱
八
島
俊
章
社
長
や
黒
石
市
長
清
藤
．
二

津
郎
氏
も
、
歓
迎
夕
食
会
に
参
加
さ
れ
、
ま
た
、
棋
聖
戦
初

日
の
対
局
立
合
人
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

誘
致
大
成
功

　今

回
の
第
2
1
期
棋
聖
戦
　
自
石
決
戦
（
棋
聖
戦
第
3
局
）

は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
棋
聖
戦
誘

致
・
実
現
に
よ
り
、
国
内
外
に
広
く
白
石
市
を
紹
介
で
き
ま

し
た
。

　
雌
雄
を
決
し
た
自
石
決
戦
か
ら
一
夜
明
け
た
7
日
、
趙
治

勲
棋
聖
、
小
林
覚
九
段
の
両
棋
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

秘
め
て
帰
京
さ
れ
ま
し
た
，
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今
、
「
キ
ュ
ー
ブ
」
で
は
本
格
的
な
．

ル
ガ
ン
の
組
み
立
て
作
業
が
進
め
ら
勧

音
の
調
整
は
世
界
的
な
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
、
カ
ル
ロ
・
カ
ー
リ
ー
氏
と

設
計
者
の
大
林
徳
吾
郎
さ
ん
が
共

同
作
業
で
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
二
月
十
四
日
、
東
京
ア
ー
ク
ヒ

ル
ズ
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で

「
カ
ル
ロ
・
カ
ー
リ
ー
　
バ
レ
ン

タ
イ
ン
　
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
た
。
最
初
に
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
H
ラ
ル
ゴ

（
交
響
曲
第
9
番
「
新
世
界
よ
り
」
）

J
S
バ
ッ
ハ
“

　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
ニ
長
調

J
S
バ
ッ
ハ
一
G
線
上
の
ア
リ
ア

J
S
バ
ッ
ハ
H
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ

　
ー
ガ
ニ
短
調
　
B
W
V
5
6
5

ワ
ー
グ
ナ
ー
一
愛
の
死

シ
ベ
リ
ウ
ス
”
交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
一

　
　
　
　
　
－
　
休
　
憩
　
1

ア
ィ
ァ
」

こ
れ
は
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

　
演
奏
が
始
ま
る
前
、
カ
ー

　　ヘヤヘ
ひ乙でシ川井市長の
／＿峯

’

な
パ
イ
プ
オ

ソ
れ
て
い
る
。

エ
ル
ガ
ー
一
朝
の
歌

ス
タ
ン
リ
ー
一
協
奏
曲
イ
長
調ピ

エ
ル
ネ
一

　
ス
ケ
ル
ツ
ァ
ン
ド

マ
ス
ネ
一

　
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
一

　
僧
侶
の
戦
争
行
進
曲

の
、
曲
目
で
あ
る
。

　
オ
ル
ガ
ン
と
い
う

と
バ
ッ
ハ
を
中
心
と

し
た
宗
教
音
楽
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
が
、
今

回
の
カ
ル
ロ
・
カ
ー

リ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

は
、
我
々
が
常
に
馴

染
ん
で
い
る
名
曲
を

カ
ー
リ
ー
の
編
曲
に

よ
り
聴
か
せ
て
く
れ

る
。
私
に
と
っ
て
、

。
ク
だ
っ
た
。

－
リ
ー
は
弾
く
曲
に
つ

い
て
聴
衆
に
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
説
明
し
て
く

れ
る
、
後
半
が
始
ま
る
前
、
突
然
「
シ
ロ
イ
シ

シ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
が
飛
び
出
し
、
私
は
耳
を

疑
っ
た
。
超
一
流
の
演
奏
家
が
、
演
奏
の
前
に
コ

ン
サ
ー
ト
と
関
係
の
な
い
固
有
名
詞
を
出
す
な
ど

聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
聞
き
取
れ
た
単
語
か
ら
類

推
す
る
と
、

「
今
度
私
は
白
石
市
に
行
き
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
製
作
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、

今
日
は
自
石
の
市
長
も
こ
の
会
場
に
来
て
い
る
筈

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
世
界
有
数
の
機
能
を
持
つ
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
皆
さ
ん
は
、

シ
ロ
イ
シ
シ
テ
ィ
と
言
っ
て
も
知
ら
な
い
方
々
が

大
部
分
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
リ
ー

シ
テ
ィ
（
田
舎
町
）
が
、
世
界
有
数
の
文
化
に
挑

戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
な
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う
趣
旨
の
よ
う

だ
。
音
楽
を
語
る
人
に
と
っ
て
、
そ
こ
に
行
く
こ

と
が
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
だ
と
さ
え
言
わ
れ
る

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
「
シ
ロ
イ
シ
シ
テ
ィ
」

と
い
う
言
葉
が
、
彼
の
口
か
ら
三
度
は
二
千
人
を

越
す
聴
衆
に
語
り
か
け
ら
れ
た
。
見
事
な
情
報
の

発
信
で
あ
る
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
た
後
で
、
遅
い
会
食
と

な
っ
た
。
大
林
さ
ん
と
カ
ー
リ
ー
と
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
教
会
音
楽
、
宗
教
音
楽
を
演
奏
す
る
古
楽

器
で
あ
る
オ
ル
ガ
ン
を
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
も
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
も
ソ
ナ
タ
も
、
あ
ら
ゆ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
演
ず
る
こ
と
が
出
来
る
主
要
な
楽
器
に
し

よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
キ
ュ
ー
ブ
の
オ
ル
ガ

ン
を
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
最
も
か
な
っ
た
も
の

に
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て
は
二
つ
の
考
え
方
が
あ

る
。
一
つ
は
、
カ
ー
リ
ー
の
よ
う
に
、
オ
ル
ガ
ン

の
新
し
い
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
一
派
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
ト
ム
・
コ
ー
プ
マ
ン
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
従
来
の
宗
教
音
楽
に
限
定
し
、
こ
れ

を
よ
り
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
つ
の
考
え
方
の
一
つ
を
代
表
す
る
オ
ル
ガ
ン

が
白
石
に
で
き
る
。
市
民
の
生
涯
学
習
に
最
も
か

な
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！』

交通安全に気をつけて

臼川小で2月15日、5年生の児童

26人がシジミの貝殻を利用した交通

安全のお守りを作りました。

これは水難事故で長男を亡くした

白川の主婦遠藤　都さんが「命を大

切にしてほしい」という願いを込め

て、数年前に考えたもので、去年か

ら白川小で講習会をしています。

　こノ　鴇　F｝　　　　　　　　　　1㎏ 　l

　　酔質、魚

　5年生はシジミの貝殻にきれいな

布を張り付け、鈴と交通安全と書か

れたリボンー生懸命付けていまし

た。制作されたお守りは今春の新入

生に贈られる予定です。

白石城復元の最終仕上げ

平成7年度に完成した白石城天守

閣の床工事が2月3日から行われま

した。

これは、床材に使用しているアオ

モリヒバが他の床材に比べ湿度によ

る収縮が大きいため、平成7年度の

オープン時にはビスで仮止めしてい

たものです。床はこの2年間でおよ

そ2～8㍉ほど空いており、その隙

問を詰めて昔ながらの和くぎで固定

しました。これで完全復元ですね！

　1㍉1』

　　　　　　　　べ　　
　　　　　　　　　却宵双r、
　鮮㍗諺

　　　　　　　　　黛嚢
鰹　一、貿野

日頃の成果を披露

』
F
縄唇

　毘　　　　　　　　　乏　　∵・

今年で16回目を数える公民館まつ

りが中央公民館で行われ、市内の48

団体が日頃の成果を発揮していまし

た。

展示の部では、絵画・写真・陶

芸・書道などのほか、軍手を使って

手話の五十音を展示したりと、今ま

でにないアイディアも飛び出し、訪

れた人は熱心に見入っていました。

催しの部では、7日に女子バドミ

ントン大会、講座生による女性童謡

匁

曽、

脳一y瓢罵贈郡“静

コーラスの発表会が行われたほか、

漫画家の富永一朗氏を招いて「人生

みな恩人」と題した文化講演会が行

われ、集まった人達が熱心に聞き入

っていました。

そのほかにも、市民合唱団の発表

会、アンサンブル白石の演奏会、芸

能発表会などが行われたほか、社交

ダンスの集い、素人カラオケ大会、

女子家庭バレーボール大会などで盛

会に終わりました，

寒さに負けるな！
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2月1日、大鷹沢小学校で20年以

上続いている恒例の伝統行事、全校

竹馬大会が開かれました。

当日はやや風がありましたが天候

に恵まれ、日頃の練習で鍛えた竹馬

の技術を競いました。

児童は縦割りで8チームに分か

れ、それぞれ、竹馬を使ってのフル

ーツバスケット、パズルリレー、障

害物競走、色別対抗リレーに参加し、

中にはまだ上手に乗れない低学年の

子を上級生が支える光景もあり、児

童や父兄の声援を集めていました。

札はどれだ？追いかけろ！

厳しい寒さを吹き飛ばすように、

白川小学校で1月28日、子供たちの

手作りかるたを使った恒例のジャン

ボかるた取り大会が開かれました。

十年以上も続く伝統行事で、テー

マを決め毎年行ってきました。今年

は「動物」がテーマ。クジラやイノ

シシなど動物の絵を描いた大きな画

用紙を高学年が背負い、それを低学

年が追いかけました。児童が札を読

み上げると、いっせいに動物の絵が

描かれた札を目指して、校庭を縦横

にかけ回っていました。

論翻　　・繍、

繁纏…躍鍵

かみしも姿でピリッと豆まぎ

　2月3日「節分の日」、片倉家中

の武家屋敷「旧小関家」で豆まきが

行われました，

今年厄年を迎えた昭和31年・32年

の同年会代表が、かみしも姿で伝統

的な節分の豆まきをしています。数

えで42歳になる男性3人は、「天打

ち、地打ち、鬼の目玉をぶっつぶせ」

と、白石に伝わる文句を叫びながら、

豆をまきました。

また、集まった人たちには婦人の

方が豆を煎り、丁寧にひと袋ひと袋

豆を入れたものが配られました，豆

の香ばしい香りが敷内に漂っていま

した。

勉賦　　、

地域の親睦を深める

市内大鷹沢地区の公民館と自治会

が主催する第16回新春芸能の祭典

が、9日大鷹沢小体育館で開かれ、

伝統芸能やカラオケ、寸劇などを上

演しました、

』窮殖贋、

　　　　　　　　1
黙緯　　顯

　16回目を数える今回は、44団体と

個人あわせて約145人が参加し、大

町神楽保存会のお神楽で始まり、地

域の人が次々とこの日のために練習

した体操や演奏、自慢の喉を披露し、

会場は拍手と笑いに包まれていまし

た。



市
民
文
芸
鯉
舞
謝
瀟
鱗
鑑
鑑
鞭
簿

高
橋
辰
男
選

若
き
等
の
元
朝
参
り
に
出
た
朝
の
静
け
さ
身
に
沁
む

老
ふ
た
り
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

孫
の
来
て
方
言
ま
じ
り
に
話
す
れ
ば
そ
れ
は
何
よ
と

と
ま
ど
い
聞
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

南
米
の
ペ
ル
ー
の
テ
ロ
に
胸
痛
む
世
紀
末
な
り
不
安

な
る
世
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

ま
ぶ
た
閉
じ
賀
状
の
代
読
聞
く
吾
に
手
馴
れ
し
妻
の

声
は
明
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄

お
早
う
と
膝
に
よ
り
く
る
孫
抱
き
今
日
も
明
る
く
生

き
ん
と
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

の
ど
か
な
る
小
春
日
和
の
冬
の
空
ト
ン
ビ
輪
を
か
き

凧
と
見
ま
ご
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

英
会
話
習
い
始
め
し
警
官
の
子
は
パ
ロ
ー
ハ
ロ
ー
〃

と
電
話
寄
せ
来
る
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

三
十
年
余
苦
楽
を
共
に
住
み
馴
れ
し
家
解
体
の
名
残

り
は
尽
き
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

神
職
の
家
に
育
ち
し
息
子
の
嫁
は
榊
植
え
た
し
と
元

旦
に
言
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

早
か
り
し
娘
の
夫
逝
き
し
悲
し
み
は
日
の
た
つ
に
つ

れ
佗
び
し
さ
つ
の
る
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

騨幽今月

は
新
年
の
歌
が
多
か
っ
た
。
一
首
目
、
行

動
的
な
若
い
人
と
、
静
か
に
元
旦
を
迎
え
た
老
夫
婦

と
の
対
照
が
際
立
っ
て
い
る
。
二
首
目
、
方
言
が
次

第
に
理
解
さ
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
↓
過
程
を
示
し
た

歌
と
思
う
．

』
一
首
目
、
ペ
ル
ー
の
テ
ロ
は
世
界
中
が

注
視
し
て
い
る
。
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
．

遠
藤
秋
尾
選

正
月
は
ハ
ワ
イ
に
居
る
と
留
守
電
に

七
種
を
裏
の
畑
で
賄
な
へ
る

山
家
弘
子

鈴
木
民
子

松
手
入
済
め
ば
ま
た
城
見
へ
る
庭

蔵
王
の
全
容
お
き
て
初
み
空

観
世
音
仰
ぐ
坂
道
寒
椿

そ
う
お
う

蔵
王
を
背
に
し
て
拝
す
初
日
の
出

田
よ
り
田
へ
土
橋
が
か
か
り
芹
の
水

初
売
の
法
被
揃
い
の
売
子
達

大
手
門
天
守
閣
と
に
淑
気
満
つ

解
体
す
土
壁
の
家
春
惜
し
む

熊
谷
敏
子

佐
藤
周
子

川
村
静
恵

岩
澤
伍
峯

八
島
葉
子

高
橋
正
雄

日
下
　
文

高
子
た
ち
ば
な

翻～］句目、

電
話
も
便
利
に
な
っ
て
留
守
番
電

話
に
ハ
ワ
イ
に
い
る
と
だ
け
い
っ
て
い
た
，
誰
で
あ

る
か
は
問
ふ
と
こ
ろ
で
は
な
い
．
想
像
は
読
者
に
ま

か
せ
る
。
面
自
い
句
で
あ
る
。
一
．
旬
目
、
う
ら
の
畑

で
七
種
が
揃
っ
た
．
賄
う
は
調
理
す
る
事
で
あ
る
が
、

こ
の
表
現
で
よ
い
と
思
う
。
三
旬
目
、
お
城
の
見
え

る
家
で
あ
る
。
松
手
入
れ
を
し
た
後
は
、
な
お
城
の

全
容
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
お
城
を
誇
り
に
思

う
心
。

近
　
江
　
孫
太
郎
　
選

生
き
て
ゆ
く
人
と
い
う
字
に
支
え
ら
れ
　
草
野
　
　
清

大
木
に
蝉
の
リ
ュ
ッ
ク
が
活
歩
す
る
　
大
沼
　
妙
子

深
夜
の
国
道
ア
ム
ロ
の
テ
ー
プ
が
突
っ
走
る
菊
池
　
不
忘

妬
心
捨
て
と
り
戻
し
た
る
静
か
な
日
　
　
小
野
嘉
津
子

阿
件
の
呼
吸
で
描
く
老
い
の
戯
画
　
　
芝
　
玄
太
郎

三
が
日
終
え
て
去
年
の
顔
に
な
り
　
　
佐
藤
　
武
雄

春
う
ら
ら
昼
の
ド
ラ
マ
を
猫
と
見
る
　
南
　
か
ほ
る

あ
る
が
ま
ま
素
直
に
み
つ
め
生
き
る
道
　
米
沢
　
礼
子

バ
ー
ゲ
ン
の
毛
皮
を
通
す
空
っ
風
　
　
四
竈
　
英
夫

年
賀
状
ど
さ
っ
と
初
春
の
音
が
す
る
　
大
野
　
修
一

『
」
門
】
句
目
、
「
人
」
の
文
字
は
、
互
い
に
支
え
合

う
こ
と
か
ら
生
じ
た
文
字
．
こ
の
文
字
の
意
義
を
駆

使
し
て
詠
ん
だ
こ
の
句
の
確
か
な
川
柳
眼
に
脱
帽
。

秀
句
．
二
句
目
、
「
大
木
に
蝉
」
の
表
現
は
作
者
の

発
見
。
リ
ュ
ッ
ク
姿
の
氾
濫
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
へ

の
合
理
的
な
対
応
。
時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。

佳
句
。
三
旬
目
、
現
代
の
若
者
に
と
っ
て
、
女
性
人

気
歌
手
の
「
ア
ム
ロ
（
安
室
奈
美
恵
）
」
は
女
神
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
若
者
の
姿
。
「
静
と
動
」
の
対
比

を
内
蔵
さ
せ
た
作
句
技
法
が
光
る
。
佳
句
、

　　　　△、擁

ながさか保育園　M轡
　青柳いづみさん（24歳深谷）＼＼・、、
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　仕事について

　子供たちとともに、たくさんの物を発見したり、

チャレンジしたりしながらいつまでも子供たちの

目線で見て考えられるような保母でいたいです。

　夢や目標

　幼稚園のころからの夢だった「保母」が実現し

たので、現在の仕事を精一杯頑張りたいです。

　理想のタイプ

　スキーやテニスを一緒に楽しんでくれる人。

鐘懸懸趣硬の憲、1唖）癒亀り⊃ε

一玉露の味に魅せられて一

　　藤本まささん

　　　　　　（西益岡町）

　月2回、働く婦人の家の煎茶サークル、茶

和会でお稽古しています。

　お稽古日にいただく玉露の味は最高で、こ

の味を家庭でも出したいとみんなで頑張って

います。碧水園の茶室を使ってのお稽古や、

城の会の野点などは、道具の扱い方や作法の

勉強に大変役立っています。

　奥の深い道ですが、サークル員の和気あい

あいとした雰囲気や、意気込みに、さらに頑

張ろうと張り切っています。

R八の音色に魅せられで

　　　　会員半囎勇き乙

　あれはある秋の夜更け、夢うつつに誰

が何処で奏でるのか尺八の盲が、遠くま

た近く聞こえて来るではありませんか。

その音色の優雅さにしばし聞ぎ入ったこ

とが今だに耳の底にはっきりと残ってお

ります。それ以来尺八に魅かれ自分もあ

んなに吹けたらと思ったのが習うきっか

けです。最初は興昧半分もありましたが、

さていよいよ練習ということになったと

ぎ、もちろん尺八などあろうはずがあり

ません。早速練習管を買い求めました。

幸いよい先生に恵まれまして、中央公民

館を週一回の予慮で利用させてもらって

いますが、最初は音がぜんぜん出ません。

簡単に吹けるだろうと思ったのが大間違

いでした。やっと、少し吹けるようにな

り舞台に初めて立ったとぎは足ががくが

く、手もがくがく震え通しでした：。下手

でも拍手をしてくださるお客さんに申し

訳なく思いながら去ることがしばしばで

す。でもそんなとき大丈夫と言って慰め

てくれる仲間がいればこそ、続けていけ

るんだと思って、これからも親睦を大事

に頑張るつもりです。
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髄

制、、越

　　この写真は、こちらでもっともポピュラーな乗り

物でもある電車です。

　この電車は路線がいくつかの色によって分けられて

おり、ハーストビル市では駈‘ブルーライン”と呼ばれ

る電車を利用します。

　こちらの電車は全て2階建てになっていて、日本の

電車とはちがって座席数も多く　（1つの車両に100人

近くもの人が座ることができるのです。）とても合理

的な乗り物です。

　切符の種類としては、片道、往復、1週間、1日乗

り放題などがあり、値段もそれほど高くはなく、往復

切符を買っても片道の値段十20セント（約20円）な

んのが魅力的です。
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㊨…問い合わせ先

㊥…内線

老
人
医
療
の
状
況

⑧
六
〇
三

　
白
石
市
の
老
人
医
療
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
7
年
の
老
人
医
療
の
受
給
者
は
、

前
年
を
4
・
6
％
上
回
る
5
、
4
0
4
名

（
月
平
均
）
に
達
し
、
医
療
費
も
3
0
億

9
千
7
百
万
円
と
2
・
8
％
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
老
人
医
療
の
受
給
者
は
、
主
に
、
7
0

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
毎
月
約
5
0
名

の
方
が
、
新
た
に
老
人
医
療
受
給
者
と

な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
老
人
医
療
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
（
誕
生
日
が

1
日
生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
か
ら
）
で

す
。　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
ご
案
内
を

（
毎
月
1
0
日
頃
）
差
し
上
げ
て
お
り
ま

す
、　

ま
た
、
交
付
日
に
は
、
市
役
所
健
康

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
老
人
保
健
制
度

の
簡
単
な
説
明
と
、
保
健
婦
に
よ
る
健

康
に
関
す
る
お
話
（
健
康
四
方
山
話
）

が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
は
、
本
人
や
そ
の
家
族
が
負

担
す
る
保
険
料
で
支
払
わ
れ
ま
す
の

で
、
医
療
費
が
増
え
る
と
そ
の
負
担
も

当
然
増
し
て
き
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
、
診
療
機
関
に
か
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
お
医
者

さ
ん
を
信
頼
し
て
、
常
用
し
て
い
る
薬

や
他
の
診
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る
内

容
が
重
複
し
な
い
よ
う
、
よ
く
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
が
、
多
く
の

人
の
ゆ
と
り
と
な
っ
て
過
ご
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
わ
け
で
す

の
で
、
自
ら
の
健
康
管
理
と
医
療
費
の

抑
制
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
い

百人）

2，300

2，200

2，100
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1，600

1．500
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市（5．0％〕
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受給者数（月平均
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医
療
費
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95，246
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医
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臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

㊥
福
祉
事
務
所
総
務
係
㊥
闇
五
扁
　
一
五
二

介
護
福
祉
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
．

皿
特
別
給
付
金

－
　
基
準
日
に
お
い
て
6
5
歳
以
上
の
方

（
昭
和
7
年
2
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
で
、
平
成
8
年
度
分
の
個
人
の
市

町
村
民
税
が
非
課
税
の
方
（
ご
本
人
が
、

他
の
方
の
平
成
8
年
度
分
の
市
町
村
民

税
額
の
確
定
に
際
し
控
除
対
象
配
偶
者

ま
た
は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
方
の
当
該
市
町
村
民
税
が
非

課
税
の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

2
　
上
記
1
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

福
祉
給
付
金
の
取
扱
と
同
様
に
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

3
　
ま
た
、
同
一
の
方
が
ー
の
福
祉
給

付
金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
重
複
し
て
給
付
金
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
支
給
を
受
け
る
た
め
の

　
手
続
き

　
本
年
四
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
伴
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
、
特
別

障
害
者
手
当
の
受
給
者
や
、
低
所
得
の

在
宅
寝
た
き
り
老
人
、
六
十
五
歳
以
上

の
低
所
得
の
方
々
に
対
し
、
臨
時
福
祉

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

★
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
種
類
と
額

・
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

・
介
護
福
祉
金

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

一
万
円

』
↓
万
円

・
特
別
給
付
金

支
給
対
象
者
］
人
に
つ
き

★
支
給
対
象
者
と
支
給
の
方
法

1
福
祉
給
付
金

1
　
平
成
九
年
二
月
一
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
本
年
二
月
分
の
次
の
い
ず

れ
か
の
年
金
ま
た
は
手
当
を
受
給
で
き

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
、

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉

年
金
に
相
当
す
る
も
の
（
年
金
証
書
の

年
金
コ
ー
ド
種
別
（
先
頭
二
桁
）
が

「
6
3
」
ま
た
は
「
2
6
」
に
該
当
す
る
も
の
）

③
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・
準

母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の
（
年

金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
種
別
（
先
頭
二

桁
）
が
「
2
7
」
ま
た
は
「
2
8
」
に
該
当

す
る
も
の
）

④
児
童
扶
養
手
当

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手
当

⑦
障
害
児
福
祉
手
当

⑧
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

一
万
円

⑨
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療
特
別
手

当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手
当
、
保

健
手
当
）

（
注
）
⑤
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
、
手
当
の
制
度
上
の
受
給
者
は
、

親
ま
た
は
養
育
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
給
付
金
は
障
害
児
の
方
が
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
、

2
　
上
記
1
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
か
ら
別
途
同
様
の
措
置
（
生
活
保
護

費
に
一
万
円
を
加
算
し
て
支
給
す
る
な

ど
の
措
置
）
を
と
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
福
祉
給
付
金
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
．
．

　
な
お
、
通
所
（
通
園
）
施
設
等
で
通

所
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
や
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
契
約
型
の
施
設
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
上
記
1
に
該
当

す
る
場
合
は
、
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
、

皿
介
護
福
祉
金

－
　
基
準
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
か
、
あ
る
い
は
平
成
8

年
度
分
の
市
町
村
民
税
所
得
割
が
非
課

税
の
方
（
ご
本
人
が
、
他
の
方
の
平
成

8
年
度
分
の
市
町
村
民
税
額
の
確
定
に

際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方

の
当
該
市
町
村
民
税
所
得
割
が
非
課
税

の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
基
準
日
に
お
い
て
6
か
月
以
上
（
平

成
8
年
8
月
1
日
以
前
か
ら
）
継
続
し

て
寝
た
き
り
ま
た
は
痴
呆
等
の
状
態
に

あ
る
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
6
5
歳
以
上
の
方
（
昭
和
7
年
2
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

②
本
年
2
月
分
の
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
ま
た
は
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き
る
方

2
　
た
だ
し
基
準
日
に
お
い
て
、
病
院
、

診
療
所
、
ま
た
は
老
人
保
健
施
設
に
継

続
し
て
3
か
月
を
超
え
て
入
院
ま
た
は

入
所
（
平
成
8
年
1
0
月
3
1
日
以
前
か
ら

の
入
院
ま
た
は
入
所
）
し
て
い
る
方
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
養
護
委
託

を
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
の
方
に
は
、

実施場所
市役所第2会議室（2F

市役所第2会議室（2F

小原事務連絡所

市役所第2会議室（2F

越河事務連絡所

斎川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

福岡公民館

大平公民館

時間
9：00～15：00

9100～15：00

日程表
月　日

3月11日（火）

3月12日（水〕

9100～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

3月13日（木）

3月14日（金）

3月17日（月）

3月18日（火）

3月19日（水）

3月21日（金）

・
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象

者
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
市

福
祉
事
務
所
お
よ
び
各
事
務
連
絡
所
の

窓
口
に
支
給
申
請
書
を
備
え
て
お
き
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
上

記
日
程
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
も
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
申
請
書
の
提
出
期
限
は
三
月

二
十
五
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
に

は
市
役
所
の
福
祉
事
務
所
に
直
接
三
月

．
一
十
五
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
に
際
し
て
は
「
福
祉
給
付
金
」

「
介
護
福
祉
金
」
並
び
に
「
特
別
給
付

金
」
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
場
合
で
も

申
請
書
は
一
枚
だ
け
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
円
滑
な
支

給
事
務
手
続
き
を
進
め
る
た
め
、
申
請

所
を
提
出
す
る
際
に
、
臨
時
福
祉
特
別

給
付
金
の
請
求
と
受
領
を
白
石
市
長
に

委
任
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
申
請
書
提
出
後
、
受
給
資
格

が
認
定
さ
れ
ま
す
と
市
長
か
ら
直
接
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
介
護
福
祉
金
と
特
別
給

付
金
は
市
町
村
民
税
の
課
税
状
況
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

さ
れ
る
方
は
、
税
務
関
係
当
局
へ
の
照

会
に
つ
い
て
の
同
意
書
の
記
入
も
し
く

は
課
税
証
明
書
の
添
付
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。



乳
幼
児
健
康
診
査
・
健
康
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
の
お
知
ら
せ

　
平
成
9
年
4
月
よ
り
乳
幼
児
健
康
診
査
・
健
康
相
談
が
左
記
の
と
お
り
に
変
わ
り

ま
す
。　　変更前

4か月児健康診査

6か月児育児相談

12か月児育児相談

1歳6か月児健康診査

3歳6か月児健康診査

　
平
成
8
年
1
0
月
よ
り
「
2
歳
6
か
月

児
親
子
歯
科
健
康
診
査
」
が
新
し
く
始

ま
り
ま
し
た
。
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
は

虫
歯
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ
り
、

乳
幼
児
健
診
で
も
「
1
歳
6
か
月
児
健

康
診
査
」
と
「
3
歳
6
か
月
児
健
康
診

査
」
の
あ
い
だ
に
急
激
に
虫
歯
保
有
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を

機
会
に
虫
歯
予
防
の
大
切
さ
を
自
覚

し
、
親
子
で
歯
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

後更変

4か月児健康診査

6か月児育児相談

1歳6か月児健康診査

2歳6か月児親子歯科健康診査

3歳6か月児健康診査

し
ょ
う
．
、

　
な
お
、
従
来
ま
で
実
施
し
て
き
た

「
1
2
か
月
児
育
児
相
談
」
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
日
程
な

ど
に
つ
い
て
は
、
「
3
歳
6
か
月
児
健

康
診
査
」
以
外
は
個
人
通
知
し
ま
せ
ん

の
で
、
従
来
通
り
毎
月
の
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
の
上
お
い
で
く
だ
さ
い
。

⑲
市
保
健
課
㊦
六
〇
六
・
六
〇
七

心
臓
血
管
病
に
関
す
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
開
催
日
　
三
月
二
十
五
口
（
火
）

●
場
　
所
　
公
立
刈
田
綜
合
病
院

●
内
　
容

・
検
診
　
一
、
π
三
こ
～
（
受
付
）

　
　
仙
台
徳
洲
会
病
院
　
名
巻
．
口
院
長

　
　
佐
藤
　
清
春
先
生

・
講
演
　
一
五
∵
自
6
～
（
無
料
）

　
　
「
心
臓
血
管
病
疾
患
者
の
日
常

　
　
　
生
活
に
つ
い
て
」

　
　
公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
　
循
環
器
科
長
　
八
巻
　
重
雄
先
生

・
健
康
相
談
会
　
　
（
講
演
終
了
後
）

※
検
診
は
、
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
⑲
相
原
　
盈
二
五
－
四
五
〇
六

印
鑑
登
録
及
び
証
明
の
申
請
に
つ
い
て

平
成
九
年
春
の
火
災
予
防

　
運
動
・
山
火
事
予
防
運
動

　
市
民
課
に
お
け
る
印
鑑
登
録
及
び
証

明
事
務
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
印
鑑
登
録
事
務

〔
登
録
の
資
格
〕

・
自
石
市
の
住
民
で
あ
る
方
（
外
国
登

　
録
を
し
て
い
る
方
を
含
む
）

・
満
年
齢
1
5
歳
以
上
で
禁
治
産
者
で
な

　
い
方

〔
登
録
の
で
き
る
印
鑑
〕

・
未
登
録
で
手
彫
り
の
印
鑑
等
、
印
鑑

　
が
制
限
内
で
あ
る
こ
と

〔
登
録
の
で
き
る
所
〕

・
民
生
部
市
民
課
（
事
務
連
絡
所
で
は

　
登
録
で
き
ま
せ
ん
）

〔
登
録
の
方
法
〕

◇
本
人
申
請
の
場
合
に
必
要
な
物

　
①
登
録
す
る
印
鑑

　
②
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
の

　
　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等

◇
代
理
人
申
請
の
場
合
に
必
要
な
物

　
①
登
録
す
る
印
鑑

　
②
委
任
状
（
代
理
人
選
任
届
）

　
③
代
理
人
の
印
鑑

●
印
鑑
登
録
証
明
書
事
務

〔
申
請
で
き
る
所
〕

・
市
役
所
市
民
課
及
び
事
務
連
絡
所

〔
持
参
す
る
物
〕

・
印
鑑
登
録
証

　
（
代
理
人
申
請
は
本
人
の
氏
名
、
住

　
所
、
生
年
月
日
を
確
認
く
だ
さ
い
）

〔
そ
の
他
〕

・
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
事
故

　
防
止
の
た
め
市
民
課
へ
直
ち
に
届
出

　
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係

　
㊧
；
二
～
↓
三
五

⑥総
印鑑登

臼石市

◇本人申請の場合

　　　　　　　登録の手順

・即日交付

保証人有→既に登録している印鑑押印書面…即日交付

保証人無→市より照会書郵送・甲・回答書持参し登録

持参する物

〔2

）

　とレ
（
－
一

1

巾のみ

◇代理人申請の場合

　　　　　　登録の手順

印鑑登録申請書記入→本人あて市より照会書郵送

・回答書持参し登録

持参する物

（3一〔
塾k

【
－
》

r

　
厳
し
い
冬
も
終
わ
り
、
日
一
日
と
暖

か
さ
を
取
り
戻
し
始
め
る
こ
の
季
節
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
低
気
圧
が
発
達

し
や
す
く
、
日
本
を
通
過
す
る
と
き
、

乾
燥
し
た
強
い
風
が
吹
く
た
め
、
大
き

な
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
を
前
に
、
防
火
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
三
月
一
日

か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
「
平
成
九

年
春
の
火
災
予
防
運
動
並
び
に
山
火
事

予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
人
災
で
あ
り
、

火
を
使
う
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
発
生
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と

り
「
火
の
用
心
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
便
利
さ
に
　
慣
れ
て
忘
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
こ
わ
さ
」

　
「
あ
な
た
で
す
　
山
を
守
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
を
出
す
も
」

国
民
年
金
か
ら

⑧
＝
二
六
・
≡
モ

自
石
地
区
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
嘱
の
お
知
ら
せ

警
察
署
か
ら
ひ
と
こ
と

国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
平
成
九
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の

保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
一
か
月
一
二
、

八
（
り
○
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
年
間
分
を
前
納
す
る
場
合

は
、
一
四
九
、
八
九
〇
円
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

　
保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
よ
う
．
、

　
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
や

納
付
組
織
の
利
用
が
便
利
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
「
二
〇
歳

か
ら
五
九
歳
ま
で
の
人
」
す
べ
て
に
納

付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
；
リ
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
四
〇
年

間
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
、
満
額
の
年
金
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

納
め
な
い
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
の
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
，

“
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
”

　
ま
た
、
納
め
て
い
な
い
期
間
が
長
く

な
る
と
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
ば
か
り
か
、
事
故
な
ど
に
よ
る

「
も
し
も
…
」
の
と
き
に
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
、
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
や
届
出
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
白
石
地
区
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
と
し
て
、
平
成
九
年
一
月
一
六
日
、

次
の
方
々
が
新
た
に
宮
城
県
公
安
委
員

会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
二
年
で
、
道
路
に
お
け
る
適

正
な
車
両
の
駐
車
お
よ
び
道
路
の
使
用

の
方
法
に
つ
い
て
住
民
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
運
動
の
推
進
、
そ
の
他
の
交

通
の
安
全
と
円
滑
に
資
す
る
た
め
の
活

動
を
行
い
ま
す
。

白
石
市
内
で
推
進
委
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
た
方
は
、

・
田
町

・
本
町

・
城
南

・
福
岡
蔵
本

・
福
岡
深
谷

・
大
平
坂
谷

坂
井
　
盛
二
さ
ん

上
西
　
則
子
さ
ん

廣
田
　
芳
男
さ
ん

半
沢
　
洋
一
さ
ん

佐
藤
平
一
郎
さ
ん

大
野
　
健
治
さ
ん

の
六
名
の
方
で
す
。

平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
特
例
で
す

　
「
第
3
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？
第
3
号
被
保
険
者
に

な
る
た
め
に
は
届
出
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
届
出
を
忘
れ
て
い
た
り
、
遅
れ
て

出
し
て
い
た
人
を
救
う
制
度
で
す
・

　
こ
れ
ま
で
だ
と
届
出
し
た
日
か
ら
二

年
以
上
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
期
間
は
、
保

険
料
を
納
め
て
い
た
期
間
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
九
年
三
月
末

ま
で
に
届
出
を
す
れ
ば
、
昭
和
六
十
】

年
四
月
か
ら
の
期
間
で
第
3
号
被
保
険

者
で
あ
っ
た
期
間
す
べ
て
が
保
険
料
を

納
め
て
い
た
期
間
と
し
て
将
来
の
年
金

額
計
算
の
対
象
に
な
り
ま
す
、

　
平
成
九
年
三
月
末
ま
で
の
特
例
で
す

か
ら
「
も
し
か
し
て
…
」
と
思
わ
れ
る

方
は
市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
八
年
交
通
事
故
発
生
状
況

一
　
平
成
8
年
白
石
市
内
発
生
の
事
故

　
の
特
徴

・
件
数
、
死
者
、
傷
者
と
も
に
前
年
に

比
べ
増
加
し
た
。
特
に
死
者
は
六
名
と

大
幅
に
増
加
し
た
．

・
死
亡
事
故
は
五
件
六
名
で
、
全
て
国

道
四
号
線
で
発
生
し
た
，

・
死
者
の
う
ち
、
高
齢
者
が
、
一
名
、
若

年
者
三
名
で
あ
っ
た
。

・
事
故
形
態
は
、
前
方
不
注
意
に
よ
る

追
突
事
故
が
多
い
。

二
　
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の
う
ち
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
助
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
締
め
ま
し
ょ
う
．

・
事
故
の
大
半
は
、
脇
見
や
考
え
事
等

に
よ
る
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
高
齢
者
の
横
断
歩
行
時
の
死
者
が
増

加
し
ま
し
た
。
外
出
の
際
は
反
射
材
を

身
に
つ
け
る
と
共
に
、
横
断
時
に
は
生

右
の
安
全
確
認
を
忘
れ
ず
に
。

損
故

物
事

傷者＃
旬死身

故
人
事

発　生

総件数

45，02210．9691859，75454．776県内の事故

！，00123682091，2！0
内
　
故

管署
　
事

石白
　
の

6271736152779
白石市内の

事　　故

★
保
護
者
の
皆
様
へ

　
咋
年
、
白
石
警
察
署
管
内
で
万
引
き

や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
盗
み
、
ま
た
喫

煙
や
深
夜
は
い
か
い
な
ど
、
不
良
行
為

で
警
察
に
検
挙
・
補
導
さ
れ
た
少
年
は

五
百
七
十
二
人
で
し
た
．

　
窃
盗
の
う
ち
万
引
き
が
全
体
の
六

三
・
二
％
、
オ
i
ト
バ
イ
等
は
二
六
・

三
％
を
占
め
て
い
る
と
と
も
に
、
友
人

を
脅
し
て
現
金
を
取
ろ
う
と
し
た
り
、

言
い
が
か
り
を
つ
け
て
仲
問
を
殴
っ
た

り
す
る
悪
質
な
行
為
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
刑
法
犯
少
年
の
八
六
％
が
児

童
・
生
徒
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
あ
り
ま
す
、

　
ま
た
、
不
良
行
為
で
は
、
喫
煙
・
深

夜
は
い
か
い
で
補
導
さ
れ
た
少
年
が
多

く
、
喫
煙
で
補
導
さ
れ
た
少
年
二
百
九

f
三
人
の
う
ち
二
百
三
十
人
が
学
生
・

生
徒
で
占
め
て
お
り
ま
す
、

　
三
月
、
四
月
は
卒
業
や
進
学
・
就
職

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
か
と

動
揺
す
る
こ
と
が
多
い
時
期
で
あ
り
ま

す
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
ご
家
庭
で
も
う
一
度
子
供
の
行
動
に

よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
警
察
相
談
窓
口
麓
二
五
　
ニ
ニ
ニ
八

　
（
内
線
）
二
七
一
、
、
モ
三
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花

　
花
粉
が
原
因
（
抗
原
）
で
お
こ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
総
称
し
て
花
粉
症

と
呼
び
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
花
粉
症
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う
点
で
は
同
じ
病
気

と
い
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
閉

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
”
風
邪
”
の
中
に

花
粉
症
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
最
近
ア
レ
ル
ギ
ー
の
解
明
が
進
み
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
花
粉
症
は
風
邪

と
区
別
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
、
通
年
性
（
季

節
を
問
わ
な
い
）
も
の
と
季
節
性
の
も
の

が
あ
り
、
花
粉
が
原
因
で
お
こ
る
花
粉
症

は
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
の
代
表
格
で
す
。

　
も
っ
と
も
有
名
な
も
の
は
、
ス
ギ
花

粉
症
で
す
が
、
土
地
柄
で
し
ょ
う
か
、

白
石
近
辺
で
は
ハ
ル
ガ
ヤ
、
カ
モ
ガ
ヤ

（
初
夏
V
や
、
ヨ
モ
ギ
（
秋
）
の
花
粉

症
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
花
粉
を
特
定
す
る
検
査
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
．
．
．

　
抗
原
が
わ
か
れ
ば
最
良
の
予
防
は
原

因
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
実
際
抗
原
に
ふ
れ
ず
に
生

活
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
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。
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極ぷりも守りたいの曲も6物

写真でつづる「人権モデル地区」活動

＃08

白石市が平成8年度法務省から「人権モデル地区」の指定を受け、「なによ

りも守りたいのは思いやり」、「人権を守って住みよい自石」をキャッチフレ

ーズに様々な事業を展開してまいりました。皆様のあたたかいご支援とご協

力ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　・凝熱．講、、ヒ，

　　　　　　　　　　　　麹蟹、難

　　　　　　　　　　　　　　y賓　　　　　　’　　　　　　　　＿＝㌘

人権モデル地区講演会とパネル展示会

歌手のさとう宗幸さんを迎えて、

歌・卜一ク「ふれあいの時を求めて」

の講演会やバネル展示も行われました。

⊥一一　1　　1　　／ト　、1、そ

　　　　　　　　1

無漁

人権モデル地区啓発

　人権の心をひとりひとり胸に運

ぶ．活動の中心は人権擁護委員、看

板や啓発物も多数つくられました。

　　　　　蝦＿一
　　　　　　　　～

人権モデル地区設立総会

　5月27日推進協議会が設立され
本格的な活動が始まりました。

人権モデル地区普及

人権の思想を子供たちにも広げる

ため、作文、図面の募集をしました。

歳』箋、
レ繧　　　　、、＼－、外』

　　　　バ　　　　　　　　　　ノヨ　ぼア　ヤヂゆヒび
　　　　　　　7轟　醗暴轡

7＼

伊豆大島三原山噴火10年
　　　　　　　”感謝フェア”のお知らせ

地場産品
　展示販売員の募集

昭和61年11月の三原山大噴火に伴

う全島民避難から今年で10年を迎え

る伊豆大島では、みなさまのご支援

をいただきながら、町民の力を合わ

せ再建復興に努めて参りました。

また、昨年11月10日には三原山警

戒区域の全面解除を行い、三原山火

口遊歩道の開通もいたしました。

そこで、大島町ではこの10年の全

国の皆様のご支援に感謝の気持ちを

込めて、大島への船・大島での宿・

その他の施設が割引でご利用でき

る、「伊豆大島三原山噴火10年』』感謝

フェァ”」を平成9年1月から12月

まで開催します。

サービス証をご用意いたしており

ますのでぜひご利用ください。

●お問い合わせ先

〒100－01　東京都大島町元町1－1－14

　　　　東京都大島町役場内
　「三原山噴火10年“感謝フェア”」係

　盈04492－2－1441　FAXO4492－2－1371

春休み親子映画会

「賢治のトランク（90分）」

「ドラえもんの交通安全（15分）」

●日　時　3月20日（祝）

10：00～　14：00～（2回上映）

●会　場　えずこホール

●入場料　全席自由　大人500円

中学生300円（当日200円増）

※チケットは、えずこホールや取扱

所（山田楽器店）でどうぞ。

㊨えずこホール智0224－52－3004

市では、地場産品振興、観光P　R

のため、東京都渋谷区原宿にある

「ふるさとプラザ」内に独自のコー

ナーを設置します、この業務担当者

（物品販売、説明等）を探していま

すので、下記により該当される方を

ご紹介ください。

●条　件
市内出身で、現在都内在住（通勤

可能）の方

●勤務期間　　（予定）

平成9年4月1日から1年間
●募集期問

平成9年3月10日まで

●お問い合わせ先

市商工観光課

盈25－2111（内線）244

森づくり大地に託す夢・禾来

第48回全国植樹祭
グリーンオアシス通信V。、6

Welre　Green　Children

　　大鷹沢みどりの少年団

団員は108名。地域の方々と力を

合わせて活動しています。

　　　　騰1・　瀬

　　斎川みどりの少年団

森はふるさと、森はともだちを掲

げ、団活動を頑張っています。

鎮㍉藤一㌧調脚露』1隠mF7㎞鞠・
疏よ＿．　 　l　一儲灘岡、

灘麟撫羅粥州騒
、一　　　　箱

欝黙㌧、黙鞭翫慧、柔・

第48回全国植樹祭式與次第が決定しました。

今年5月18日に市内の国立南蔵

王青少年野営場で行われる第48回

全国植樹祭の式典次第の概要が決ま

りましたのでお知らせいたします。

★プロローグ

・豊かな森林の姿を投影し、表現す

　る「宮城みどりのスナップ」

・宮城県の森林と人、文化を印象づ

ける伝統芸能「アトラクション」

・森林の再生を目指し、植樹活動を

推進する宮城県の姿勢を顕示する

「テーマ映像」

・記念式典への期待感を醸成する

　「四季の森の響き」

★記念式典

・森林づくりに携わる方々への感謝

の意の表明で、森林づくりの意義

　を訴求する「表彰」

・留学生と県内の人々の交流をはか

　り、この大会を契機とした世界に

広げる森林づくりの決意を表現す

　る「広がりゆくみどり」

・第6回大会で植樹された苗木の姿、

成果を、世代を越えた県民がふれあ

うことにより、森林づくりの夢を世

代から世代につなぎ、意義を強調す

る「人とみどりのシンフォニー」

・第6回大会で植えたアカマツの間

伐材を鍬として使用し、世代から

世代につなぐ森林づくりを表現す

る「お手植え」とその種をみどり

の少年団が会場の大地に播く「参

加者代表記念播種」

・宮城県の次世代につなぐ森林づく

　りの姿勢を、次代を担う子供たち

が表現する“植樹祭の詩の朗読”

　と森林づくりの決意をタイムカプ

セルに託す「大地に託す夢・未来」

★エピローグ

・招待者、参加者の再生に向けた森

林づくりの決意を代弁し、その思

いを一層高揚し、連帯感が図れる
“
マ ーチングバンド”㌧迫町鹿踊

　り”の「アトラクション」

・招待者、参加者も参加し、会場全

体が一体となる「フィナーレ」



えずこホール 2歪0224－52－3004
FAX　O224－51－1130

「圏民企画劇場」3月15日（土）に説明会を開催

　自作の演劇、ユニークなコンサー

ト、あなたが夢に描いている企画を

現実にしませんか？あなたの企画を

えずこホールが応援します．応募の

締め切りは4月末日、3月15日（土）

には助成の内容、応募条件、応募用

紙の記入の仕方などの説明会（オリ

エンテーション）を開催しますので

ぜひご参加ください。

●日　時　3月15日（土）

　　　　18：30～20：00
●会　場　えずこホール会議室

えずこシアター・役者を募集します。

　えずこシァターは、役者からスタ

・ソフまでみなさんでつくる劇団で

す。9月公演を目指して4月から練

習が始まります，そこで老若男女の

役者、また併せてスタッフも若干名

募集します、，

●お申し込み締め切り　4月10日（火）

●応募資格　経験、年齢不問、9月ま

　でに定期的に練習に参加できる方，

●応募定員　30人程度

●申し込み方法　えずこホールに電

　話でお申し込みください。

スパッシュランドしろいし a29－2326

湯っくり湯ったり温泉健康講座受講生募集

●受講期間

　平成9年5月～平成10年3月まで
の第3水曜日10：30～14：30

※4月7日より受付開始。詳しくは、

　広報しろいし4月号をご覧くださ

　い，⊃

第4回東日本国公立大学室内水泳記録会開催

●開催日　3月10日（月）

●場所スパッシュランドしろいし

　　　　50m公認プール
※当日は、午前IO時から競技終了まで

　岩風呂とバーデゾーンのみの利用と

　なります。どうかご了承ください．

※なお、2階ギャラリーから応援が

　できます、ぜひおこしください。

各教室の受付は、4月7日開始

　水泳教室・アクアビクス教室・エ

アロビクス教室・トレーニング教室

※詳しくは、広報しろいし4月号を

　ご覧ください。

夏休み子供会の予約は4月1日より受付を開始致します。

○受　付　8：30より受付開始

碧水園からイベント情報

碧水園茶会

　初めての方もお気軽にお出かけく

ださい「，

◎日　時　3月9日（日）10時～15時

　　　　23日（日）10時～15時

○茶券代　400円

國　　　　≡　　　　葛

ひ・⑤・ば

LIBRARY　NEWS
★今月の書棚（子供読書室）

き嚇難
幼児～小学校低学年向き

　　〔全2巻〕小学館

、鯉一i，〆
　　　漉・』コ』　・マ

　　1馨講　　ヨ’

特徴：アンデルセンやグリムなど、世界中で

親しまれている名作童話を全2巻に収録。美

しいイラストで描くお話は、いつの時代も子

どもたちに新鮮な感動を与えます。

■新着図書案内30選
1．バーコードの秘密　　　　　　小塚洋司著

2．アニマル・ヒーリング

　　　　　　マイケロイ・スーザン著
3．はじめて出会う世界考古学　吉村作治著

4．能力給が給与明細を直撃する日　　渡辺一明著

5．暮らしに役立つ暦のみかたつかい方　　松田邦雄著

6．地震と活断層を学ぶ　　　　加藤碩一著

7．厳選民間度法　　　　　　山ノ内愼一著

8．薬害エイス奪われた未来　　毎日新聞社会部編

9．さよならお口の臭い　　　　角田正健著

10．毎日食べたいやさしいデザート　　祐成二葉著

11．家庭で出来る帝国ホテルのお菓子の四季

　　　　　　　　　　斉藤泰司著
12，最新花の園芸カタログ550種　　主婦と生活社編

！3，国会移転　　　　　　　　　　坂本剛一著

14，幸四郎の見果てぬ夢　　　松本幸四郎著

15，輪ゴムス1・レッチ体操　　　前田透指導

16，戦後スポーツあの場面あの記録　　読売新聞社編

17．衣食住語源事典　　　　　　吉田金彦著

18，日だまり　　　　　　　比留間美代子著

19．風のように・嘘さまざま　　渡辺淳一著

20．あやしい探検隊焚火発見伝　椎名誠他著

21．柘榴館　　　　　　　　　　山崎洋子著

22．水に似た感情　　　　　　　中島らも著

23，空飛ぶ虚ろ船　　　　　　　古川　、薫著

24，結婚詐欺師　　　　　　　　刀南アサ著

25．火宅の女　　　　　　　　　吉井祥子著

26．からくり東海道　　　　　　　泡坂妻夫著

27．女の浮城　　　　　　　　　早乙女貢著

28，棟居刑事の複合遺恨　　　　森村誠・著
29．毒1勿知1倉旨6巳の’〔）王星分』1舜　 ク・り1・・シェフ11一著

30，ナざチンゲールは夜に歌う　クロウ11一・ンヨン著

　　◆図書館利用案内◆

開館時間　火～土曜日　9時～17時

　　　日曜日　　　10時～16時

休館日　　月曜日、毎月末日、国民の祝日

　　　10／1～10110〔曝書期間）、年末

　　　年始、その他
3月の休館日

　3日、10日、17日、20日、24日、

31日（月末整理日）

乳製品を使った＼

∬＼

をr鐵戴・

羅．

菜の花さわやか寿司

桃の節句のこちそうにおすすめです

　　　チーズが寿司飯にぴったりマッチ
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『通信販売は慎重に』

』
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調査年目日：平成9年2円5日

品 目

ン食

小　麦　粉
即席中華めん

砂 唐巧

サラダ油
し　よつ　ゆ

マーガリン
卜

勇ぜ

タ

←ゴルテ

ラ プ

規 格

並食1袋　6～8枚切

薄力粉　1Kg

袋人り100g
上臼糖　1Kg

上級濃口辺ポリ容器人り

ポリ容器入り　1，500g

カルトン入りソフト225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm　長さ20m

平均価洛

138

166

65

216

270

428

177

196

317

66

158

対前年同肌

1
18

8
12

2

十101
9

十　4
19

10

21

高値
165

198

82

258

298

558

178

228

318

80

178

安1直
128

148

56

197

218

347

177

168

316

75

138

口
叩 目

アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
バーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯 匡

レギュラーガソリン

軽 油

プロノ｛ンガス

魂ノ 文
口

幅25cm長さ8m
綿1關鰍紙融、i農績小型1，211窪

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシヤツ

外食並1皿
18ぞ店頭価額

184配達料込価額

14現金
1’現金

10m

平均価恪

81

517

2，050

7，133

145

680

829

908

103

80

4，984

対前年同FI比

15

41

十　84

0
11

十　92

十142
十136

3

十　8
十　9

値高

98

578

2，300

8，500

250

1，200

870

936

105

82

5，768

士旦

安

68

498

1，600

6，300

98

550

756

846

102

75

4，050



パート皿

　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　δ

白石市スポーツ少年団団員募集

　スポーツ少年団は、スポーツ活動

を通じての青少年の健全育成を目的

に全国に設置されています。

　スポーツ活動の練習、各種大会へ

の参加のほか、キャンプや研修、公園

の環境美化などに取り組んでいます。

　　　　　　　　　　入団運

●お間い合わせ先

　白石市スポーツ少年団本部事務局

　（白石市教育委員会内）

　恩25－2111（内線）412

絡先
種　　目

マ
丁里 球

〃

〃

〃

〃

〃

〃

剣 道

バレーボール

　　〃
サ　ッ　カ

　　〃
柔 道

空　手　道
　　〃

　　〃
〃

〃

庭 球

美滝野球スポーツ少年団

　　　団　　　名

福岡少年野球クラブ　〃

青麻少年野球　　　　〃

大平少年野球クラブ　〃

白石少年野球クラブ　〃

白川少年野球クラブ　〃

越河少年野球クラブ　〃

大槻道場剣道　　　　〃

白石第一小サンダーズ〃

白石第二小ウィングス〃

大平サッカークラブ　〃

白石サッカー　　　〃

白石柔道　　　　　〃

越河柔道　　　　　〃

白石空手道　　　　〃

斎川空手道　　　　　〃

白川空手道　　　　　〃

剛柔会白石　　　　　〃

白石ソフトテニス　　〃

連絡先（氏名

鈴木次郎
平　間　孝　男

青柳　　　護

大　竹　道　夫

佐藤　　茂
平　間　知

大　戸喜久男

大槻　昭一郎

條　幸　雄

村上　二郎
小　関純

今井大助
前　島　盛三
制　野　昭　市

鈴木　まり子

鈴木　　明
日　下廣　久

佐藤　　卓
広　瀬清　明

・電話番号）

25－6293

24－5413

25－9301

25－1631

26－3670

27－2527

28－2606

26－2505

25－2802

25－9725

25－8533

26－2654

25－3552

28－2637

26－3622

25－5036

27－2108

0224－52－6658

25－0505

東北歴史博物館（仮称）
　　　　　　資料収集への情報提供について

　宮城県では現在、平成11年秋オー

プンを目指して、多賀城市高崎地区

の中央公園内に「東北歴史博物館

（仮称）」の建設を進めています。

　これと併せて、開館に向けての博

物館資料の充実を図るため、資料の

情報提供について、みなさんのご協

力をお願いしております ，

●対象となる資料

・江戸時代の家具、道具類

・大正から戦時中までに発行された

　雑誌類

・東京オリンビック頃に使用されて

　いた電化製品等の生活用品及び商

　品類

・昭和39年頃までの暮らしぶりや街

　の様子がわかる写真

・昭和の世相がわかる生活記録など

●連絡先

　宮城県教育庁文化財保護課

　岱022－211－3716

ノ
5

↓

「将棋愛好会」

に入りませんか里1
●日　時　毎週火曜日

　　　　午後1時～5時まで
●会　場　白石市中央公民館

●会　費　参加日ごとに200円

●お申し込み先

　費25－1065（一条）まで

白石郵便局からの
　　　　　　　お知らせ

★転居届は忘れずに

　就職や進学などの移動が多くなる

時期です。

　郵便局では、転居届を出していた

だくと、その日から1年間、旧住所

あての郵便物を新住所へ無料で転送

するサービスを行っています。

　転居届は、お近くの郵便局に備え

付けてあります。詳しいことは郵便

局員におたずねください。

★季節の便りをあの方へ

　さくらめ一る発売中1

　入学や、就職など、新しい旅立ち

の季節になりました。

　お祝いの言葉や希望に満ちたあい

さつを、春らしい絵柄の「さくらめ

一る」で届けましょう。

1枚　50円　3種類

★国際ボランティア貯金で

　　あなたの善意を世界の人々へ

　市民の皆様に賛同を得てご加人い

ただいている「国際ボランティア貯

金」の寄付金は、民問海外支援団体

（NGO）を通じて、開発途上にあ

る国・地域の住民の福祉の向上に役

立てられています。

　皆さんの善意とご協力に感謝いた

しますとともに、より多くの市民の

皆様に加入していただき、善意の輪

を広げていただけますよう、よろし

くお願いいたします。

白石市働く婦人の家　a2与5・95

平成9年度定期講座受講生募集

●お申し込み期間

　3月4日（火）～3月25日（火）

●お申し込み方法

　直接ご来館または電話（a25－5095）

でお申し込みください．

●経　費　受講料は無料ですが、教

　材費等は各自負担になります。

☆夜の講座

●託　児　おおむね2歳以上のお子

　さんを対象にしていますが、相談

　に応じます。

※定員になり次第締め切ります。

※女性の方だけでなく男性の方も利

　用できます。

講座名

筆毛用
字

実
細

フラワー

アレンジ

メント

水墨画

エアロ

　ビクス

着付

懐石料理

洋菓子

心理学

期間（回数）

4月～12月
（16回〉

4月～12月
（9回）

4月～12月
（16回〉

4月～12月
（15回〉

4月～12月
（15回）

4月～3月
（10回）

4月～11月
（8回）

4月～12月
（9回）

曜日・時間

第2・4火曜日

18：30～20：30

第4火曜日
19：00～21：00

第2・4水曜日

19：00～21：00

第2・4水曜日

19100～21：00

第1・3木曜日

18：30～20：30

第1木曜日
18：30～20130

第3木曜日
18；30～20：30

第2火曜日
18：30～20：30

定員

20

15

20

20

20

20

20

20

内　　容

様々な生活の場面

に役立つ毛筆細字

“暮らしに花を”

生花を使った

アレンジメント

基礎からの水墨画

どなたでもできます。

体を動かして

健康づくりを！

初歩の着付を学び

美しい装いを1

日本料理の粋を

じっくり学ぶ

おいしい・楽しい

旬のお菓子作り

心のトレーニングで

ストレスのない生活を

講　　師

永井忠雄先生

千田洋子先生

中井恒峯先生

小関幸子先生

佐藤ユリ子

　　　先生

今井紘一先生

引地瑠美子

　　　先生

梶原英志先生

☆昼の講座

講座名

フフンス

刺しゅう

太極拳入門

器を楽しむ

ペン習字

ブ

記速

和紙

クラフト

ヘルシー

クッキング

四季の料理

懐石料理

洋菓子

期間（回数）

4月～12月
（16回）

4月～桧月
（16回）

4月～12月
（14回）

4月～12月
（16回）

4月～12月
（9回〉

4月～7月
（13回）

4月～10月
（7回）

4月～12月
（9回）

4月～12月
（9回）

4月～12月
（10回）

4月～11月
（8回〉

間時日曜

第2・4金曜日

10：00～12：00

第1・3木曜日

10；15～11145

第2・4水曜日

10：00～12：00

第2・4火曜日

10：00～12：00

第4金曜日
10：00～12；00

毎週火曜日

10；00～12：00

第2金曜日
9130～12：00

第2水曜日
10：00～12：00

第3水曜日
10；00～12；OO

第4木曜日
10：00～12100

第3木曜日
10：00～12：00

定員

15

20

20

20

20

15

15

20

20

20

20

内　　容

かわいい小物に

フランス刺しゅうを

動き方の

基礎を学ぶ

手作り器を

暮らしに生かす

美しい手書き文字

をめざしてU

ハーブを上手に使っ

て暮しの友に

急いでメモする時

に役立つ速記

ふくよかな白石

和紙を使って

手作りの品を

おいしくバランスの

とれた食事作りのコツ

伝えていきたい、

本当の味・お母さんの味

日本料理の粋を

じっくり学ぶ

おいしい、楽しい

旬のお菓子作り

講　　師

三根久美子

　　　先生

石田さと子

　　　先生

鈴木和江先生

永井忠雄先生

遠藤直子先生

小野寺由美

　　　先生

吉見昭雄先生

半沢誠子先生

畠つね先生

今井紘一先生

引地瑠美子

　　　先生

3月の休館日
3日・9日・17日・

20日・23日・30日

民話サー一クル生募集

　「むかしむかし…」のおもしろい

話、なつかしい話に触れ、あなたも

感動のひとときを”

●サークル日　4月～12月　毎月

　第2・4水曜日　10：00～12：00

●場　所　白石市働く婦人の家

●講　師　鈴木　智恵子先生

●お申し込み

　直接働く婦人の家（盈25－5095）

にお申しラムみください。

ふるさとの山を観る講座

●講師＝渡辺　信有先生

　　　　〔定員30名〕

回 日時

　4／25（金）

　8：00～16：00
1

　7／3て（木〉

　8；00～16：30
2

　9／5（金）

　8：00～16：00
3

　10／23（木）

　8：00～16：00
4

内　容

めずらしいザセンソウを観察する

（山形市植物園）

薬草園と宿場町を見学する

（福島県大内宿・御薬園〉

笹谷の初秋に触れる

（笹谷峠・蛤山）

南蔵王の紅葉を楽しむ

（蔵王三階滝又はえぼし他〉

●お申し込み方法　3月10日（月）

　8時30分から3月16日（日）17時

　までに働く婦人の家に直接ご来館

　いただくか、電話でお申し込みく

　ださい。

●経費1，500円～2，500円（バス、

　保険代等）

※応募者多数の場合は、抽選とさせ

　ていただきます。

※咋年の「ふるさとの山を観る定期

　講座」を受講された方はご遠慮く

　ださい。

　　　定期講座開講日

4月19日（土）午後1時30分～3時

①開講式　②オリエンテーション

③特別講演

★定期講座のほかに短期講座・特別

　講座・老人介護講習会（ホームヘ

　ルパー3級対応コース）または講

　演会・ミニ展示会・婦人の家まつ

　り等開催いたします。そのつど

　「広報しろいし」または婦人の家

　のお知らせ「ホットTheしろいし」

　で連絡いたしますので、どうぞお

　申し込みください。



　輝いています。今のあなた
★ ＄

平成9年度白石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校またはこ

れと同等の学校に在学する、学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由により学資の支弁の困難

な学生を対象に、奨学生を募集しま

す．

区　分

大学生

生大短

高校生

募集人員

5人以内

3人以内

2人以内

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

※募集人員は　応募状況により変更

　になる場合もあります。

●申請の手続き　申請用紙　（市教

　育委員会にあります）　に所定の

　事項を記入し、学校長の推せん書、

　成績証明書、在学証明書を添えて

　4月30日（水）までに申請してく

　ださい。

　なお、日本育英会等の奨学金を

　受けている方はご遠慮ください．

●貸付金の償還　貸付期間満了の6

　か月後から月賦均等償還により、

　貸付を受けた期間の2倍に相当す

　る期間内に償還する。（繰上げ償

　還もできます）

●お間い合わせ先

　市教育委員会　管理課総務係

　費25－2111（内線）404、405

平成9年白石市民春まつり参加者募集

　5月3日（七）開催の白石市民春ま

つり（片倉公まつり）のスタッフ及

び稚児・甲冑行列の参加者を募集し

ています，

　ご希望の方は右記までご連絡くだ

さい，

●お問い合わせ先

　臼石市民春まつり協議会事務局

　（白石市産業部商工観光課内）

　a25－2111（内線）242

　担当　菊地まで

市民農園の利用者を募集します

　白石市では、平成4年4月に市民

農園を開園し、皆様にご利用いただ

いております。つきましては、下記

により募集しますので、家庭菜園を

やってみたい方は、ぜひお申し込み

ください、

●場　所白石市郡山字平成地内

●募集人員8名
●貸付1区画面積　40nf（ただし、

　1家庭1区画に限ります。〉

●貸付料　年問　5，000円

●貸付期間　1年問

●応募期間　3月10日～3月21FI

　（ただし、毎週』ヒ曜日・日曜日・

　祝日は除きます。）

※応募者多数の場合は抽選といたし

　ます。

●お間い合わせ先

　市農林課農政係

　岱25－2111（内線）222

　臼石市農業協同組合営農相談課

　岱25－5962

∫

｛

キューブ・オープニング

コンサート（合唱）参加者募集

　6月27日（金）のオープニング・

第1夜コンサートの合唱に参加して

いただける、コーラスグループのメ

ンバーを募集しています。

　当日のコンサートには、当ホール

の音楽監督である作曲家の三枝成彰

先生が総合司会を行い、指揮に大友

直人さん、オーケストラには東京交

響楽団が演奏する他、ソリストとし

てソプラノの塩田美奈子さん、パイ

プオルガン演奏にオルガニストの井

上圭子さんといった素晴らしい皆さ

んが出演する予定です。

　合唱の指導には世界的合唱指導者

である「晋友の会」の関屋晋先生が

担当し、曲目としては、ヘンデルの

「メサイア」から何曲かを予定して

います。

●練習日　4月～6月上旬まで

　　　　週1回くらい

●お申し込み方法

　市生涯学習推進室（市役所3F）

に備え付けの申込用紙に必要事項を

記入のうえ、郵送、もしくは直接お

申し込みください。

●お問い合わせ先

　市生涯学習推進室内　実行委員会

　a25－2111（内線）305

白石城でホワイトデーに

白い花火を上げてみませんか？

　本命（義理）でもらったチョコヘ、

お返しするのに照れくさい人、お返

しはするけどおもしろそうなので一

口のってみたい人、一口1，000円で

ご参加ください．（何口でもO　K）

●打ち上げ日時

　3月14日（金）19：00～19：10頃まで

●お申し込み場所

　自石市観光協会（市商工観光課内）

　a25－2111（内線）241・242

白石市鷹巣市営住宅（新築）入居者募集

●所在地

　自石市鷹巣字梅田地内〈区画整理

事業地内〉（新幹線白石蔵王駅前よ

り北へ徒歩3分・最寄りのバス停は

白石蔵王駅）

●応募戸数

・一般世帯向　　　　14戸

・高齢者世帯等専用　4戸

　　　　　合計18戸
※高齢者世帯等専用：入居者が50歳

　以上の夫婦又はその同居者

●規格中層耐火3階建2LDK
　（和室6畳・洋室6畳・リビング・

　ダイニング12畳・浴室・台所・便

　所〔水〕・物置）

　〈1戸当りの床面積　88。76mz〉

●家賃

　一般世帯の入居者

　21，900円～36，300円

・高齢者・身体障害者等

　21，900円～48，200円

※公営住宅法の改正により、毎年度、

　入居者からの収入の申告に基づき

　家賃が決定されます。

●一般世帯入居者お申し込み資格

①現在住宅に困っていることが明ら

　かなこと、（持家を有している方

　は原則として申し込めません。）

②現在同居中、又は同居しようとす

　る親族（婚姻の届出をしないが事

　実上婚姻関係と同様の事情にある

　者その他婚姻の予約を含む。）の

　ある方．

③市内に住所もしくは勤務先を有

　し、又は新たに市内に住所を必要

　とする方。

④入居収入基準に該当する方。

収入基準の年収（月収）換算表

・一般世帯基準額

　　0～200，000円以ド

・高齢者・障害者等基準額

　　0～268，000円以下

●高齢者・障害者等申込み資格

　上記、一般世帯入居者申込み資格

の①、③、①に該当する方で、

◎高齢者等：入居者が50歳以上の方

　であり、かつ、同居者のいずれも

　が50歳以上または、18歳未満の方。

②障害者等：入居者又は同居者が身

　体障害者で、障害の程度が1級～

　4級までの方。

●単身者申込み資格

　上記、一般世帯入居者申込み資格

の工1、③、④に該当する方で、

・50歳（男女）以上の方

・身体障害者で、障害の程度が1級

　～4級までの方等

●お申し込み方法及び申込先

　市営住宅入居申込書に必要な書類

を添付し、募集期間内に建設課住宅

係まで提出ください。（申込用紙等

は建設課にありますので事前に準備

願います、）なお、詳しいことは、建

設課住宅係へお問い合せください。

僧25－2111（内線）262・263

●募集期間　平成9年4月5日（土）

　～4月15日（火）まで（土曜、日曜

　日は午前中）

※書類審査の結果、適格者について

　実態調査の上入居者を決定します

　が、多数の場合は、公開抽選にな

　ります，

●入居可能予定日

　平成9年5月1日

　（完成予定3月31日）

※上段／給与所得者1人の年収　下段／（）月収

区　分

入
居
収
入
基
準

一般世帯

入居者

高齢者・

障害者等

収入基準額（円）

収入額（月額／

200，000円

以下

268，000円

以下

扶　　養　　者　　数

0人単身

3，675，999円

以下
（306β33）

4，695，999円

以下
（391，333）

1人

4，151，999円

以下
（345，999）

5，171，999円

以下
（430，999）

2人

4，627，999円

以下
（385，666）

5，647，999円

以下
（470，666）

3人

5，099，999円

以下
（424，999〉

6，119，999円

以下
（509，999）

4人

5，575，999円

以下
（464，666）

6，595，999円

以下
（549，666）

（計算例） 年間収入金額5，030，000円→年間所得金額3，527，400円

〃
供

妻
子

0円（扶養〉

2人

（A）3、527，400円一〔380，00G（扶養控除〉×3人（B）十（C〉〕

　　　　　　　　　　　　　　　＝198，950円＜200，000円
　　　　　　12月

A
B
C

一般世帯入居可
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3月2日

　内科広瀬医院盈25〈）283
　外科　刈田綜合病院盈25－2145

　歯科　水野歯科医院盈26－2401

3月9日

　内科海上医院盈25－1501
　外科刈田綜合病院岱25－2145

　歯科村上歯科医院盈334125
3月16日

　「勺禾斗　水里予クリニック盈252736

　外科刈田綜合病院盈25－2145

　歯科谷津歯科医院盈26－3254

3月20日

　内科梅津内科医院盈24－3571

　外科橋本病院盈25－1616
　歯科　亘理歯科医院盈26－2563

3月23日

　内科　柿　崎　医　院奮25－2210

　外科銭谷医院a25－2010
　歯科　白石中央歯科医院　a24－5554

3月30日

　内科亘理医院費25－8501
　外科宮城医院a25－2062
　歯科　吉村歯科医院a26－2118

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで，

市内の交通事故111鑑鮨

事故発生件数90件（119件）

死亡者数　0人（　1人）
負傷者数　15人（20人）
物損件数77件（101件）

　　。・　垂曜璽・＝』　■

層き、7　1

人ロ41，777人（前月比）一63人　　　世帯数

　　　　　　　　　　　　　　　　　

帰20榔　帰21細書12，567
※住民基本台帳から

　1月31日現在

「 さしいまちづくり講酸、建します！〕

　障害者や高齢者にやさしいまちづ

くり推進事業の一環として「やさし

いまちづくり講演会」を開催いたし

ます。

　障害者や高齢者になっても家族と

一緒に住み慣れた地域の中で安心し

て生活できるやさしいまちづくりに

ついて、この機会にみんなで考えて

みませんか？

●日　時　平成9年3月8日　（土）

　　　　13：00～

●場所自石市中央公民館大ホール

●内容
・講演

　演題「バリアフリーのまちづくり」

　講師　社会福祉法人共生福祉会

　　　　　　　　　萩の郷工場

　　　福祉環境事業部長

　　　　　　　　巴雅人氏
・展示

　最新の介護機器、福祉機器や住宅

改造のアイデア用品（スローブ、手

すり等）を展示。

※手話通訳・要約筆記あり

　どなたでも参加できます。たくさ

んのご来場をお待ちしています、

●お聞い合わせ先

　市社会福祉事務所

　奮25－2111（内線）155

齢者無料パス乗車証の
　　　　　　更新手続ぎについて

　市では満70歳以上の方々に、宮城

交通バスの無料乗車証を交付してお

りますが、平成9年度も利用される

方は更新の手続きが必要です、

●更新手続きに必要なもの

　・印鑑

　・現在ご使用の乗車証

　（オレンジ色）

●更新手続きの日程

※下記指定の日に手続きできなかっ

　た方は、指定日以降、福祉事務所

　（白石・福岡・大平地区）・各事

　務連絡所で随時受け付けします。

●新しい乗車証の利用期間

　乗車証を交付された日から平成10

年3月31日まで

◎平成9年度中（平成9年4月以降）

　に満70歳になられる方も誕生日以

　降随時申請できます。

●お問い合わせ先

　市福祉事務所　長寿福祉係

　盈25－2111（内線）154

月　日

3月11日（火）

3月12日（水）

3月13日（木）

3月14日（金〉

3月17日（月）

3月18日（火）

3月19日（水）

3月21日（金〉

間土
寸

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15100

9：00～15；00

9；00～15：00

9：00～15：00

9：00～15100

9；00～15；OO

実施場　所
市役所第2会議室（2F）

小原事務連絡所

越河事務連絡所

斎川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

福岡公民館

大平公民館

r 成9輔からの彊灘鶴りま奪』〕

　平成9年4月1日から、原則週40

時問労働制が全面的に適用されま

す。（10人未満の商業等を除く）

　時短に関する各種支援事業を行っ

ておりますので、詳しくは宮城労働

基準局監督課（費022－299－8838）ま

でお問い合わせください。

π
防接種のお知らせ

　平成9年4月から乳幼児の口本脳

炎と風しんの予防接種が医療機関で

の個別接種になります。

●対象者

　風しん一生後12か月～90か月未満

のお子さん（麻しん接種を済ませた

お子さん）

　日本脳炎一生後6か月～90か月未

満のお子さん

※接種済みのお子さんは除く

●実施方法

　実施を希望するお子さんは委託

書・予診票を発行しますので医療機

関に行かれる前に母子手帳・予防接

種手帳をお持ちになり保健課（予防

係）までおいでください。

医療機関名

内方医院

大泉記念病院

柿崎小児科医院

加藤小児科医院

公立刈田綜合病院

佐藤医院

蔵王国保病院

七ケ宿町診療所

武田医院

所在地
蔵王町宮字町32

蔵王町宮字町8

白石市沢端町1－37

白石市大手町3－3

白石市大手町2－1

蔵王町宮字町36

蔵王町大字円田字和田町130

七ケ宿町字一枚田1－1

蔵王町宮字町80

電話番号

32－2101

32－2111

25－2210

25－7836

25－2145

32－2002

33－2260

37－2002

32－2203

接種日時等の指定

予約制　月～金

予約制　金　13：30～16：00

予約制

月～木　10：00～11：30

受イ寸日寺間　　13；00～13：15

予約制火・金15：00～17：00

予約制木11：00～12100

予約制

予約制　火　14：00～16：00

「 一キンソン病の患灘あみなさんへ』〕

　白石市にお住まいの患者さんとご

家族のみなさん、仮称「パーキンソ

ン病の患者と家族の会」を作る計画

をしています、どこに、どんな症状

の患者さんと、そのご家族がいるか

よくわかりません。

　私たちの病気は、自分の意志では

ないのに手がふるえ足がすくみ、歩

くことが困難となります、

　脳神経から出る、神経の命令を伝

えるドパーミンが著しく減って障害

をおこす病気で、よい薬が開発され

てはきていますが、原因不明の難病

に指定され、日々研究が進められて

います。

　患者さんを抱えるご家族のみなさ

んのご苦労は、人しれないほどと思

います。

　そこで「日々励まし合い、交流を

深め、より充実した生活」をめざし

て「パーキンゾン病の患者と家族の

会」を結成したいと思います。

　趣旨にご賛同し、参加したいと思

われる患者・家族のみなさん、ご一

報をお願いいたします。

●お間い合わせ先

　白石市郡山字荒屋敷65－5

　大沼　勝人　皿24－2842

　宮城県仙南保健所自石支所

　担当　加藤　恩25－2108

よういちばのお知らせ

　3回目のフリーマーケットを開催

します。一緒にドキドキ、ワクワク

しませんか？掘ぴ）出し物見つけて

ね1

●日　　日寺　　3月22日　（土）

　　　　9：00～12：00

●場　所　市民会館第2集会室

●お問い合わせ先

　桜田盈24－5203

〔都機能移転臨」

　首都機能移転の実現のためにはど

のような課題を克服しなければなら

ないのか、今後の動きはどのような

展開をみせるのかなど、多面的な角

度から、この問題を考える機会とし

て開催します。

●日　時　3月22日（土〉

　　　　13：30～15：30

●場所碧水園
●内容
　・基調講演　加藤　周二氏

　　　　（国土庁長官官房参事官）

　・パネル討論（50音順）

　安藤　俊威氏（宮城県議会議員）

　川井　貞一氏（白石市長）

　菅野　信男氏（宮城県議会議員）

　加藤　周二氏〈コーディネーター＞

　　　　（国土庁長官官房参事官）

●主催
　首都機能移転セミナーしろいし実

行委員会（白石市議会・白石商工会

議所・白石市農業協同組合・白石蔵

王森林組合）

●入場整理券

　主催団体よりお求めください。

（定数250名により締切ます）

r　　　イホームのための
　　　不動産登記セミナー

●日　時　3月7日（金）

　　　　13：30～15：40

●場所エル・パーク仙台5F
　セミナーホール費022－268－8300

●入場料　無　料

●内容
「調査士と語ろう！気になるあれこれ」

・講師
　宮城県土地家屋調査士会会長

　　青野正昭
　フリーライター　小林　明美

・同時開催

　「あなたもつくれる素敵なガーデン」

　講師
　イングリッシュガーデンデザイナー

　　佐々木英昭
●お間い合わせ先

　宮城県土地家屋調査士会

　BO22－225－3961



　　　かすのり
と小林和徳くん（3年）は、県内

｝格しました。家庭科検定は平成7

ミで順に受験していくことから、今

だったんで（笑）」（小林くん）

ミ定に向けて、部活の合問をぬって

臨『

　＿ぬ

夷一

　　　　　　　　　　しろまさ　白石工業高校に通う遠藤城昌くん（3年）

の男子生徒として初めて「家庭科1級」に合

年度より文部省認定となり、4級から1級ま

回の合格者が文部省認定1級の第1期生です
「去年、先生に勧められて、食べるのが好きノ

　プロ並みの知識と技術を要求される1級検

の特訓が9時頃まで続いたといいます．

「部活の先生に『お前はユニフォームよりエ

プロンの方が似合ってる』って言われました

ね。（笑）」（小林くん）

　そして、白石工業高校から受験した6人
（女子4人）は全員が合格しました。

「最初は全然実感なかったんですけど、取材

がたくさん来て、そんなに凄いことだったの

かって（笑）。」（遠藤くん）

　そんな二人も4月からは将来の夢に向かっ

てそれぞれの学校に通います。「世界に通用

するようなヘアデザィナーになりたいです
ね。」（遠藤くん）

「今までにない、人に感動を与えるようなゲ

ームを作りたいです。」（小林くん）

　夢はもうその手の中にあるはず！です。

手ヒ

讐・簸賎

　　　　　「すてきなとりにのって」

茎　　　，　　　r

　　　　■　　　　ρ
　　ノなか　　まさと

中　優登くん
　（大平小・1年）

市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　⑲2

第2会議室
福祉事務所相談室＠1

第3会議室　⑫3
健康センター
1階女性政策室

福祉事務所　　⑧1

健康センター
　　小会議室
第3会議室　＠3

青少年相談センター　⑲4
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仙南保健所自石支所
　（予約制）

10：00～12：0010家農
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原則第1火
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